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なる。永井が担当する情報処理 C ではプログラミング言語として C＋＋を用いている。プログ
ラム開発ツールとしては Visual Studio. NET 2003を使用した。従って，変数宣言（int, ‰oat,
char），C＋＋でのモニターへの出力，キーボードからの入力の記述コード（cout«,cin»），四則
演算のためのコード記述（＋，－，，/），配列とループ（int H[...], ‰oat X[..., ...], char
A[...]，for(int i＝0; i＜＝m; i;;){.......｝），if 分岐（if(...){....} else if(....){....} else{....｝），関














. 情報処理 C での配布資料



















図 アンケート項目 Q6 に対する回答











図 アンケート項目 Q6 に対する回答の比率表現
図 アンケート項目 Q7 に対する回答の比率表現
図 アンケート項目 Q17に対する回答の比率表現




















思う学生が30位であり，1 年半から 2 年は要すると思う学生が40位いる。半期のプログラ
ミング教育では終わった時点でも何をやったが理解されていない学生が多いと思われる。
配布資料は Jenzabar 上に有り，何時でも見られるということからか，自分の持つ記憶媒体
へ保存するという行為は少ないと推測できる。実際には最後に提出を要求されているレポート
作成の為にプログラムを作成して実行結果を貼り付ける必要が有るので，この時点でプログラ
ム記述の為のコードの必要性を感じ，自分のプログラム作成の為に C＋＋コードを知る行為を
行うからであろう。亦，講義時に CAI 装置を通して実際にプログラム作成過程を示すので，
それだけを見ながら講義についてゆく場合が多いからである。これは配布資料を見ない場合を
増やしていると思われる。
